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訓
練
が
大
き
く
変
質

日出生台での米軍演習 防衛省に抗議

米
兵
が
個
々
自
由
に
外
出

地
元
と
の
約
束
を
無
視

５
月
２
３
日

、
田
村
貴
昭
衆
議
院
議
員
が
同
席
し
、
つ
つ
み
栄
三

県
議
や
住
民
と
と
も
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
防
衛
省
に
抗
議
し
ま
し
た
。
防

衛
省
は
国
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
立
場
に
立
つ
よ
う
求
め
ま
し
た
。

大
分
県
の
日
出
生
台
演
習
場
で
４
月
１
６
日
か
ら
２
５
日
に
か
け
て
、

１
５
回
目
と
な
る
沖
縄
県
道
１
０
４
号
線
移
転
砲
撃
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
は
じ
め
て
冬
季
以
外
の
実
施
と
な
り
、
放
牧
や
大

型
連
休
の
時
期
に
な
る
た
め
、
地
元
住
民
は
じ
め
観
光
業
な
ど
多
く
の

関
係
者
か
ら
も
「
な
ぜ
こ
の
時
期
に
」
と
い
う
疑
問
と
怒
り
の
声
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
最
大
規
模
の
訓
練
で
も
あ
り
、
「
負
担
軽
減
を
」

と
の
地
元
の
願
い
を
踏
み
に
じ
る
や
り
方
に
怒
り
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
情
報
公
開
に
つ
い
て
も
大
幅
に
後
退
し
、

小
火
器
や
白
リ
ン
弾
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
た
に
高
機
動
ロ
ケ
ッ
ト
砲
シ

ス
テ
ム
（
ハ
イ
マ
ー
ス
）
や
ド
ロ
ー
ン
等
を
持
ち
込
む
な
ど
訓
練
が
大

き
く
変
質
し
て
い
ま
す
。

地
元
自
治
体
と
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
「
協
定
」
「
確
認
書
」

等
に
つ
い
て
は
「
地
域
で
の
合
意
は
国
家
政
府
の
合
意
で
は
な
い
」

と
し
て
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
重
大
で
す
。

地
元
自
治
体
や
住
民
は
一
貫
し
て
訓
練
の
将
来
に
わ
た
る
縮
小
・

廃
止
を
求
め
て
お
り
、
今
回
の
訓
練
は
不
安
と
不
信
を
広
げ
て
い
ま

す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
対
応
し
た
防
衛
省
は
「
こ
れ
か
ら
も
可
能
な
限
り
情

報
開
示
に
努
め
て
い
く
」
と
し
な
が
ら
も
「
米
軍
の
行
動
予
定
を
事
前

に
公
開
す
る
こ
と
は
米
軍
の
安
全
に
関
わ
る
」
「
今
回
の
外
出
で
九
州

防
衛
局
が
巡
回
し
た
。
事
件
事
故
の
報
告
は
受
け
て
い
な
い
」
な
ど
と

回
答
。

住
民
は
「
こ
れ
ま
で
は
ま
と
ま
っ
て
バ
ス
で
外
出
し
演
習
場
に
帰
っ

て
い
た
が
、
今
回
は
個
々
バ
ラ
バ
ラ
に
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
外
出
し
、
時

間
も
自
由
だ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
」
と
質
問
。
「
な
ぜ
か
と
い
う
の
は
答

え
ら
れ
な
い
。
警
察
や
自
治
体
に
連
絡
し
て
い
る
」
と
防
衛
省
。

「
別
府
で
は
九
州
防
衛
局
や
警
察

や
自
治
体
職
員
ら
し
き
人
は
見
か

け
な
か
っ
た
。
事
件
事
故
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
把
握
で
き
て
い
な
い

の
で
は
」
と
言
う
、
え
ん
ど
久
子

県
議
や
「
米
軍
の
安
全
確
保
と
は

具
体
的
に
は
？
」
「
過
去
の
外
出

で
ト
ラ
ブ
ル
を
こ
の
目
で
見
た
」

と
言
う
住
民
に
対
し
、
「
外
出
の

や
り
方
は
米
側
の
意
向
で…

」
な

ど
言
う
防
衛
省
に
「
質
問
に
答
え

て
い
な
い
」
「
住
民
の
こ
と
は
全

く
見
て
い
な
い
」
と
怒
り
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

住
民
の
安
全
は
考
え
て
い
な
い

と
怒
り
の
声



お困りのことなどありましたらお気軽に日本共産党へ。℡０９７-５３７-２３４４（平日９～１７時）
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地元への情報公開などを要望
２０２２年５月２３日

防衛大臣 岸 信 夫 様

日出生台での米軍演習に反対する

大分県各界連絡会

日出生台演習場の地元住民有志

沖縄県道１０４号線移転砲撃訓練について

申し入れ事項
１． 前回まで事前公表されていた米海兵隊員の入県・離県の日時、砲門・

車両等の陸揚げ日時について、今回公表しなかった理由は。特に砲弾の陸

揚げ・搬送は公道を使用するので事前に知らせておくことが危険の回避に

必要なので公開すべきである。今後は必ず地元住民・関係者に事前に公表

することを求める。またブリーフィング・公開訓練等は地元住民・関係者

への情報公開として、最優先で実施すること。

２．コロナ禍で、米海兵隊員を繁華街等へ自由に外出させた理由、また防

衛局員が米兵に同行しなかった理由について。今後は感染症拡大や飲酒に

よるトラブルなども懸念される外出は中止すること。

３．ハイマースは今後も沖縄県道１０４号線移転砲撃訓練に使用するのか。

１５５ミリ榴弾砲の実弾射撃を支援するため、射撃管制通信システムとし

て使用とあるが、１５５ミリ榴弾砲に関連させ

ればどんな兵器でも使用することになるのでは

ないか。今後は、ハイマースやドローンなど新

たな兵器の使用はしないよう求める。

４．米軍のホームページ等では訓練で使用した

兵器や砲弾などの画像や文が公開されている。

これらも含め、訓練の状況や使用した兵器・砲

弾・弾数等の情報を防衛省としても地元住民へ

伝わるように公開するべきである。また国際的

に批判のある白リン弾等の砲弾使用は中止する

こと。

防衛省・田村貴昭衆議院議員・地元住民をオンラ

インで繋いで要望し話し合いました。

各
界
連
絡
会
や
地
元
住
民
有
志
は

次
の
４
点
に
つ
い
て
申
し
入
れ
し
ま
し
た


